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S本学部紀要の第2号をお送りします。この紀
要は、本学部教員の研究成果を発表するだけ
でなく、本学部の学術文化活動のメディア・アー
カイヴでもあります。ぜひ手にとって読んでいた
だければ、本学部のめざす方向が見えます。表
紙はメキシコの先住民族チョンタルの伝統的
なかやぶき家屋（タバスコ州カカオ農園アシエンダ・ヘ
スス・マリーア敷地内）です。手作業の簡潔素朴な
美に敬愛を感じます。 （土屋・小林）右 写真:広報課




